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。



衆
議
院
議
員
山
口
俊
一
君
提
出
地
方
公
務
員
の
給
与
削
減
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
事
実
は
な
い
。

二
に
つ
い
て

「
地
方
公
共
団
体
へ
交
付
す
る
地
方
交
付
税
の
総
額
」
に
つ
い
て
は
、
地
方
交
付
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十

一
号
）
第
六
条
等
に
お
い
て
、
地
方
交
付
税
の
総
額
を
規
定
し
て
い
る
。

公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
教
職
員
の
給
与
費
に
つ
い
て
は
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
三
百
三

号
）
第
二
条
に
お
い
て
、
国
は
そ
の
経
費
の
三
分
の
一
を
負
担
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
野
田
財
務
大
臣
の
主
張
す
る
地
方
公
共
団
体
の
交
付
税
削
減
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
率
の
引
き

下
げ
を
実
現
す
る
た
め
に
改
正
が
必
要
な
法
律
の
関
係
条
項
及
び
改
正
内
容
」
に
つ
い
て
は
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お

り
、
お
尋
ね
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
事
実
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
率
を
「
三
分
の
一
か
ら
さ
ら
に
引
き
下
げ
る
場
合
」
を
前
提
と
し
た
仮
定
の
御
質
問
に
お
答
え
す

一



る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
が
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
は
、
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
教
職
員
の
給
与
費
に
つ
い
て
、
国

が
そ
の
三
分
の
一
を
負
担
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
育
の
機
会
均
等
と
そ
の
水
準
の
維
持
向
上
に
つ
い
て
、
国
が
一
定
の
責
任

を
果
た
し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

地
方
公
共
団
体
の
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
四
条

の
規
定
に
よ
り
、
生
計
費
並
び
に
国
及
び
他
の
地
方
公
共
団
体
の
職
員
並
び
に
民
間
事
業
の
従
事
者
の
給
与
そ
の
他
の
事
情

を
考
慮
し
て
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
「
地
方
交
付
税
の
交
付
額
が
下
げ
ら
れ
た
場
合
」
を
前
提
と
し
た
仮
定
の
御
質
問
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控

え
た
い
が
、
一
般
論
と
し
て
申
し
上
げ
れ
ば
、
地
方
交
付
税
は
使
途
の
定
め
の
な
い
一
般
財
源
で
あ
り
、
国
は
、
そ
の
交
付

に
当
た
り
、
条
件
を
付
け
、
又
は
使
途
を
制
限
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対

し
、
地
方
交
付
税
の
交
付
に
当
た
り
、
特
定
の
支
出
の
削
減
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

五
に
つ
い
て

「
地
方
交
付
税
の
減
額
」
を
前
提
と
し
た
仮
定
の
御
質
問
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
が
、
一
般
論
と
し
て
申

二



し
上
げ
れ
ば
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
投
資
的
経
費
や
地
方
公
務
員
給
与
の
削
減
は
地
域
経
済
に
対
し
て
何
ら
か
の
影
響
を

与
え
る
要
因
に
な
り
得
る
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
一
方
で
、
削
減
に
よ
り
確
保
し
た
財
源
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
様
々
な

対
応
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
全
体
と
し
て
地
域
経
済
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
に
つ
い
て
は
、
一
概
に
申
し

上
げ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
地
方
公
共
団
体
の
裁
量
に
よ
り
左
右
で
き
る
部
分
が
少
な
い
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で

は
な
い
が
、
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
教
職
員
に
係
る
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教

職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
十
六
号
）
に
よ
る
学
級
編
制
の
標
準
等
に
基
づ
く
教
職
員
定

数
を
算
定
の
基
礎
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
に
つ
い
て
「
国
の
負
担
割
合
を
引
き
下
げ
る
こ
と
」
を
前
提
と
し
た
仮
定
の
御
質
問
に

お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

七
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
日
の
記
者
会
見
に
お
い
て
、
片
山
総
務
大
臣
は
、
「
国
が
こ
う
や
っ
た
か
ら
自
治
体
も
一
律
現

三



状
か
ら
何
パ
ー
セ
ン
ト
下
げ
ろ
な
ん
て
こ
と
を
仮
に
や
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
も
う
全
く
愚
策
な
の
で
す
よ
ね
。
」
と
の
発

言
を
し
て
い
る
。
総
務
省
と
し
て
は
、
こ
の
発
言
の
と
お
り
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
今
後
、
国
会
に
お
い
て
法
案
の

御
審
議
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
国
家
公
務
員
の
給
与
の
引
下
げ
（
以
下
「
国
家
公
務
員
給
与
引
下
げ
」
と
い
う
。

）
と
同
様
の
引
下
げ
を
要
請
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

ま
た
、
菅
内
閣
総
理
大
臣
が
「
周
囲
に
語
っ
」
た
と
さ
れ
る
記
事
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
、
そ
の
事
実
関
係

の
有
無
に
つ
い
て
申
し
上
げ
る
立
場
に
は
な
い
。
さ
ら
に
、
地
方
公
共
団
体
の
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
四
に
つ
い
て
で
述

べ
た
と
お
り
で
あ
り
、
お
尋
ね
の
「
地
方
交
付
税
の
交
付
額
の
減
少
あ
る
い
は
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
率
の
引
き
下
げ
」
を

手
段
と
す
る
こ
と
を
含
め
、
国
家
公
務
員
給
与
引
下
げ
と
同
様
の
引
下
げ
を
地
方
公
共
団
体
に
強
制
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

八
及
び
九
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
現
在
の
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
独
自
の
給
与
削
減
措
置
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
調
査
中
で
あ

り
、
現
時
点
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

な
お
、
総
務
省
が
実
施
し
た
「
平
成
二
十
二
年
度
給
与
削
減
措
置
の
状
況
調
」
に
よ
れ
ば
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
現

四



在
に
お
い
て
、
全
地
方
公
共
団
体
の
五
十
八
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
千
五
十
九
団
体
が
、
独
自
に
何
ら
か
の
給
与
削
減

措
置
を
実
施
し
て
お
り
、
当
該
措
置
に
よ
る
影
響
額
は
、
二
千
百
八
十
八
億
円
で
あ
る
。
お
尋
ね
の
「
地
方
公
共
団
体
名
及

び
給
与
削
減
の
内
容
」
を
網
羅
的
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
島
根
県
に
お
い
て
は
、
一
般
職
の
給

料
に
つ
い
て
部
次
長
級
（
九
級
及
び
八
級
）
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
課
長
級
（
七
級
及
び
六
級
）
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
の
他
の
職

員
（
五
級
か
ら
一
級
）
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
削
減
、
管
理
職
手
当
に
つ
い
て
部
次
長
級
（
九
級
及
び
八
級
）
二
十
五
パ
ー
セ
ン

ト
、
課
長
級
（
七
級
及
び
六
級
）
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
削
減
等
を
実
施
し
て
い
る
。

総
務
省
と
し
て
は
、
地
方
財
政
は
、
地
方
税
収
が
十
分
に
確
保
さ
れ
な
い
中
に
あ
っ
て
社
会
保
障
関
係
費
の
増
加
や
公
債

費
が
依
然
高
水
準
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
多

く
の
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
人
事
委
員
会
等
の
勧
告
水
準
を
下
回
る
水
準
と
す
る
独
自
の
給
与
削
減
措
置
を
行
い
、

自
主
的
に
財
政
健
全
化
な
ど
の
改
革
の
取
組
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
方
財
政
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
い
う
認
識
に
つ
い
て
は
、
財
務
省
も
同
様
で
あ
る
。

十
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
企
業
の
生
産
活
動
の
面
で
は
、
原
材
料
や
資
機
材
の
供
給
不
足
な
ど
に
よ
り
操
業
に
支
障
が
生

五



じ
る
一
方
、
需
要
面
で
は
、
消
費
者
マ
イ
ン
ド
の
冷
え
込
み
や
自
粛
ム
ー
ド
に
よ
り
消
費
が
減
少
す
る
な
ど
、
被
災
地
以
外

に
お
い
て
も
影
響
が
み
ら
れ
て
い
る
。

政
府
と
し
て
は
、
「
政
策
推
進
指
針
〜
日
本
の
再
生
に
向
け
て
〜
」
（
平
成
二
十
三
年
五
月
十
七
日
閣
議
決
定
）
に
基
づ

き
、
経
済
循
環
を
早
期
に
修
復
す
る
な
ど
、
東
日
本
大
震
災
が
も
た
ら
し
た
制
約
を
順
次
、
確
実
に
克
服
す
る
と
と
も
に
、

新
た
な
成
長
を
実
現
す
る
取
組
を
強
化
し
、
日
本
経
済
の
潜
在
的
な
成
長
力
を
回
復
す
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り

、
平
成
二
十
三
年
度
第
二
次
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
講
ず
る
べ
き
施
策
の
必
要
性
・
緊
急
性
な
ど
、
そ
の
中
身
や
時
期
を

見
極
め
つ
つ
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

六


